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第 5 章では、新しい soil-to-plant 移行係数の提案を行った。一般に利用されている
soil-to-plant移行係数（IAEA、農水省で利用）は、土壌中の放射性物質の濃度が均一（15 cm
または 20 cm深さの平均値を利用）として扱っており、土壌の採取深さで推定値が変化す
るという問題点がある。本研究で提案した手法では、放射性物質の深さ依存性を考慮し、
定式している上に、放射性物質の濃度が均一の場合、一般に利用されている soil-to-plant
移行係数に一致するように与えてある。したがって、放射性物質の濃度が均一の場合は
IAEA、農水省の手法に従った値を再現し、放射性物質の深さ依存性を考慮した移行係数を
推定できる。このような解析は今までなく、評価できる。 
第 6章では，結論として各章で得られた知見をまとめるとともに，今後の課題について言
及した。 
以上，審査の結果，本論文は学術的および工学的観点から価値が高いと判断されるので，
本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格があるものと認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
備考：審査の要旨は，1,500字以内とする。 
